
SH7144Fのシリアル通信
インターフェース

図1に示す送受信フォーマットの調歩同期式シリアル通信イ

ンターフェースは，RS-232-Cという呼称で久しく使われてきま

した．パソコンの世界では“レガシ・デバイス”となり，徐々に

姿を消しつつあります．

しかし，組み込みマイクロプロセッサの世界では，

s手軽なシリアル通信方式

s内蔵フラッシュ・メモリにプログラムを書き込むISP（イン・

システム・プログラミング）のためのデータ送信経路

として現在もよく使われています．

図 2は SH7144F内蔵の SCI（シリアル・コミュニケーショ

ン・インターフェース）のブロック図です．SH7144Fにはこの

SCI が 4 チャネル内蔵されています．各チャネルはそれぞれ

チャネル0，チャネル1，チャネル2，チャネル3と呼ばれてい

ます．

表1はSH7144Fのシリアル通信端子の構成です．フロー制

御などの通信制御線は備えていないので，必要なときはGPIO

端子を使って疑似的な制御を行う必要があります．
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図1 調歩同期式通信のデータ・フォーマット（8ビット・データ/パリティあり/2ストップ・ビットの例）
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図2 SH7144FのSCI（Serial Communication Interface）のブロック図
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マイクロプロセッサには，さまざまなインターフェースが内蔵されている．そして，マイクロプロセッサ
はこのインターフェースを使って外部入出力機器と接続する．本章ではRS-232-Cなどで使うシリアル・
ポートの使い方について説明する． （編集部）

RS-232-Cポートを使ってシリアル通信を行おう

第7章

シリアル通信インターフェースの
プログラミング
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第7章
シリアル通信インターフェースの

プログラミング

シリアル通信インターフェースの
制御レジスタ

SCIの制御は図2の各レジスタをアクセスすることによって

行います．各レジスタの役割は次のとおりです．

sSMR 送受信モードの設定

sSCR SCIの送受信許可制御

sBRR 送受信ビット・レート・カウンタの分周比設定

sSDCR 送受信ビット順序およびスマート・カード制御
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表1 SH7144Fのシリアル通信端子の構成

チャネル 端子名注 入出力 機　能

SCK0 入出力 チャネル0のクロック入出力端子

0 RxD0 入力 チャネル0の受信データ入力端子

TxD0 出力 チャネル0の送信データ出力端子

SCK1 入出力 チャネル1のクロック入出力端子

1 RxD1 入力 チャネル1の受信データ入力端子

TxD1 出力 チャネル1の送信データ出力端子

SCK2 入出力 チャネル2のクロック入出力端子

2 RxD2 入力 チャネル2の受信データ入力端子

TxD2 出力 チャネル2の送信データ出力端子

SCK3 入出力 チャネル3のクロック入出力端子

3 RxD3 入力 チャネル3の受信データ入力端子

TxD3 出力 チャネル3の送信データ出力端子

表2 SH7144FのSMR（Serial Mode Register）の機能表

図3 シリアル送信/受信フォーマット（調歩同期式モード）
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シリアル送信/受信フォーマットとフレーム長�SMRの設定�

S：スタート・ビット　STOP：ストップ・ビット　P：パリティ・ビット�
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C
H
R

P
E

M
P

ST
O
P

S MPB STOP STOP7ビット・データ�

S MPB STOP7ビット・データ�

S MPB STOP STOP8ビット・データ�

S MPB STOP8ビット・データ�

S P STOP STOP7ビット・データ�

S P STOP7ビット・データ�

S STOP STOP7ビット・データ�

S STOP7ビット・データ�

S P STOP STOP8ビット・データ�

S P STOP8ビット・データ�

S STOP STOP8ビット・データ�

S STOP8ビット・データ�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ビット ビット名 初期値 R/W 説　明

コミュニケーション・モード
7 C/A ０ R/W

キャラクタ・レングス
（調歩同期式モードのみ有効）

6 CHR ０ R/W LSBファースト固定となり，送信で
はTDRのMSB（ビット 7）は送信さ
れない．
クロック同期式モードではデータ長
は8ビット固定

パリティ・イネーブル
（調歩同期式モードのみ有効）

５ PE ０ R/W

このビットが１のとき，送信時はパ
リティ・ビットを付加し，受信時は
パリティ・チェックを行う．マルチ
プロセッサ・フォーマットでは，こ
のビットの設定にかかわらず，パリ
ティ・ビットの付加，チェックは行
わない

パリティ・モード
（調歩同期式モードで PE＝１のと
きのみ有効）４ O/E ０ R/W

ビット ビット名 初期値 R/W 説　明

ストップ・ビット・レングス
（調歩同期式モードのみ有効）
送信時のストップ・ビットの長さを
選択する．

３ STOP ０ R/W
受信時は，このビットの設定にかか
わらず，ストップ・ビットの１ビッ
ト目のみチェックし，２ビット目が
０の場合は次の送信フレームのス
タート・ビットとみなす

マルチプロセッサ・モード
（調歩同期式モードのみ有効）

２ MP ０ R/W このビットが１のとき，マルチプロ
セッサ通信機能がイネーブルになる．
マルチプロセッサ・モードではPE，
O/Eビットの設定は無効

クロック・セレクト１～０

１ CKS1

内蔵ボーレート・ジェネレータのク
ロック・ソースを選択する．

０ R/W

０ CKS0
このビットの設定値とボーレートの
関係については，表 5を参照．nは
設定値の10進表示で，表5中の nの
値を表す

０ 調歩同期式モードで動作
１ クロック同期式モードで動作

０ １ストップ・ビット
１ ２ストップ・ビット

00 Pφクロック（n＝０）
01 Pφ/8クロック（n＝１）
10 Pφ/32クロック（n＝２）
11 Pφ/128クロック（n＝３）

０ データ長8ビットで送受信
１ データ長7ビットで送受信

０ 偶数パリティで送受信
１ 奇数パリティで送受信

注：本文中ではチャネルを省略し，それぞれSCK，RxD，TxDと略称する．




